「高橋是清の財政・金融政策」の再々評価―大不況下の失業救済をめぐって― by 続橋 孝行




















































































































はより生産的になる。このとき，労働保蔵の考え方では生産関数 Y = F(N)
図 2　古典派の第 2公準と労働供給曲線
樋口（1996）『労働経済学』281 ページ












































Y3，雇用水準は N2 となる。Dunlop（1938）や Tarshis（1939）想定するよう
に 9），実質賃金が上昇して (W/P)3 になった場合，つまり H点になったとき，





















てからわずか 2年で 1929 年の名目 GNP水準を上回った。具体的に雇用の数
字について触れると，日本
の 1936 年の工場労働者数
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リカの場合，名目 GNP水準は 1939 年になっても 1929 年の水準を下回って




















上昇傾向を辿ったため，1993 年から 2003 年までの実質経済成長率は平均で
約 0.5％と低成長の状態になった 10）。このため雇用も悪化した。93 年の失業
率は 2.5％であったが，年々上昇し 2003 年には 5.3％と 2 倍にも達した。日
本の「失われた 10 年」の雇用の悪化は労働生産性を上回る実質賃金の上昇
に大きな原因がある。すなわち，


























　なお，アメリカのローズヴェルトが大統領に就任した 1933 年から 39 年ま
での実質賃金の推移を調べてみると，アメリカは日本とは逆に上昇してい
るので，雇用が大きく改善することはなかった。この期間中のアメリカは，
図 5が示しているように，失業率は年々低下しているが，1933 年から 39 年
























































とができるならば，効用は図の A'の高さで 5√10 になり，所得格差のある
場合の平均的な効用 15 を上回る。運が良くても悪くても，政府の再分配の



























































ため，図 7の（ロールズ型）社会的無差別曲線は I3 からさらに左にシフト
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政策によって，図 7の I1 から I2, I3 へとシフトすることになる。これは，言
うまでもなく，アメリカの社会厚生（暮らし向き）が上がることを示す。事




















　合理的バブルの概念は Blanchard and Watson（1982）によって始めて提唱
された。一般的に株式市場におけるバブルとはファンダメンタルズから乖離
した部分を指すが，彼らはバブルをさらに「合理的バブル」と「非合理的バ



































めに，それを btと書くと，バブル価格は Ft＋ btと書ける。ここで Ftはファ























　bt+1 = (1+r)bt/π ; π の確率
　　= 0 ;(1 －π)の確率
と書き表すことができる。崩壊する場合にはバブル価格はゼロとなる。バブ
ルが崩壊しないで存続する場合には，(1+r)/π の期待で膨張していく。確率





































































財 X1，X2 を購入しようとしているケースをと考えてみる。2財の価格を P1, 
P2 とする。そうすると，家計が（X1, X2）という組合せを選択する場合の支
出総額は，
　（1）’　P1X2 ＋ P2X2 ＝ OY1
1
　（2）’　P1X2 ＋ P2X2 ＝ OY2
2
　となり，この制約条件は予算制約式という名前で呼ばれている。横軸に
X1，縦軸に X2 をとると，図 12の MNは（1）’ 式の直面する予算線であり，M’
N’ は（2）’ 式が関連する予算線となる。
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 4） ケインズ（1936）， 続橋（1983），樋口（1996）を参考にして議論する。
 5） ピグーら「古典派経済学者」は，貨幣賃金水準を切り下げれば，市場の自己調
整機能が働いて労働者への需要が回復して失業も減ると考えた。








 10） Hayashi and Prescott（2002）によれば，90 年代の日本経済の低迷の原因は非
製造業の TFP（全要素生産性）の上昇率の低下によるものだという。一方，乾・
権（2004）は，「製造業の TFP成長率の低下」が 90 年代の経済成長の低迷の
主な原因だと指摘している。また，Caballero, Hoshi and kashyap（2008）によ
れば，日本経済の低迷の原因は効率の悪い企業がいつまでも存続して革新的な
アイディアを持った企業の出現が阻まれていることにあるという。他方，原田





























すべき統計はない。内務省社会局の失業統計では，昭和 5年 5月で 37 万 8 千 5




数は昭和 5年上期末で 120 万 -130 万人であり有力な社会政策学者は 2百万な
いし 3百万人とさえ推定しているのである。ところが，昭和 5年 10 月の国勢
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 16） 保坂（1994）を参考にして議論する。
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